
Ｉはじめに

教育用サーバーの新設に伴うビデオ配信型教材の作成
－５年単元「流れる水のはたらき」を例として‐

理科教材開発専門部

昭和４８年度から活動を続けてきた学習指導教材センター専門部は、これまで様々な教材の開

発を手がけ、先生方へ教材の提供や活用についての提案をするとともに、専門部員自身の研修の

場としての役割も果たしてきた。

学習指導教材センター専門部は、各小中学校の学習指導の改善を図るため、多様な教育内容に

即応し、授業においてすぐ使用できる教材・教具の開発及び、その活用をねらいとしている。現

在、学習指導教材センター専門部は国語科、社会科、算数・数学科、理科、英語科の５つに分か

れ、基礎・基本の定着を図り、系統性を踏まえた教材の開発及び資料の提供に視点をあてた教材

作成を行っている。

小学校及び中学校の理科では、児童生徒が観察、実験、栽培、飼育など、身近な自然の事物・

現象への意図的な働きかけをすることを重視している。しかし、特に、川の流れや地層などの単

元では、児童生徒が直接その場所に出かけて観察することが難しい場合もある。そこで、足利の

自然に着目し､日常の理科の授業ですぐ活用できる地学教材の開発・資料収集が求められてきた。

昨年、教育用サーバーが新設され、多数の動画や画像を取り入れたビデオ配信型教材を一斉配

信することが可能となった。そこで、理科教材開発専門部では、日々の授業に役立ち、サーバー

からの一斉発信が可能な郷土の自然(特に地学教材)に焦点をあてた教材を作成することにした。

Ⅱ教材作成のための推進構想

ｌ基本的な考え方

（１）小中学校の理科の授業の中で活用しやすい地域教材の開発に重点を置く。特に、足利の

自然に着目した、地域教材の開発を行う。

（２）教材の作成にあたっては、地域を選定し、小中学校との関連を考慮しながら資料収集を

行う。その際、理科以外の学習（総合的な学習の時間）でも活用できる資料も合わせて収

集する。

（３）教材の活用にあたっては、単元において開発された教材を活用する場を明記した指導計

画を作成する。

（４）関係機関からの参考資料の収集や専門家の指導を受けながら教材作成を行う。

（５）作成された教材の検討・修正を行う。作成した教材は、授業で活用し、児童生徒や教師

の感想をもとにしながら、より分かりやすい教材になるようにする。
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教材作成のための推進構想図

Ⅲ教材作成における内容

児童の実態

郷土の自然

地字教材は、小字校において、Ｃ領域｜地球と宇宙」で学習する。小学校５年生では、

「流れる水のはたらき｣、６年生では「大地のつくり」の単元が地学教材である。中で

も、実験のイメージと実際の川のイメージが結びつきにくい、「流れる水のはたらき」
の単元を教材開発することにした。

本単元は、地面を流れる水や川の様子を観察し、流れる水の速さや量による働きの違

いを調べ、流れる水の働きと大地の変化についての考えをもつようにすることがねらい

である。この単元は、実際に砂山をつくり、そこに水を流してできた川を観察すること

をとおして、流れる水には、ものを削ったり、積もらせたりする働きがあることを学習
する。そこで、砂山に水を流したモデル実験と、渡良瀬川の流れの様子を比較しながら
学習ができる教材を作成することにした。

なお、教材の作成にあたっては、渡良瀬川の上流域から下流域までのポイントを動画
で収録したり、小俣小学校の流水実験装置を借用したりしてモデル実験を行うことにした。

ｌ単元選定、教材作成の構想について

（１）単元の選定

理科教材開発専門部は、地域、理科教材開発専門部は、地域の自然として地学教材を主に取り上げることにした。

地学教材は、小学校において、Ｃ領域「地球と宇宙」で学習する。小学校５年生で
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（２）教材作成の構想について

教材作成を行うにあたり、次のような４つの点から教材の柵想を考えた。

３教材の作成について

（１）教材の構成
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渡良瀬川の各ポイント（上流・中流・下流）の選定と航空写真の収集

２砂山に水を流したモデル実験

流水実験装置でのモデル実験

･黒土、砂、鹿沼土を配合した砂山に水を流したモデル実験

３渡良瀬川の上流・中流・下流のビデオ撮影

･流量、石の大きさ、流れの速さの違い

４カスリーン台風の?』:真やカスリーン台風に関する盗料収集
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（３）作成した教材について

「流れる水のはたらき」は、http"www・kyouiku,ashi-s・edjp/kyouzaikaihatu/rikaのアドレスで
見ることができる。
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（２）調査期間

平成１７年８月から平成１８年８月の期間

国土交通省渡良瀬川工事事務所より、航空写真の盗料の提供をうけ、渡良瀬川の上流から下

流のポイントを選定した。渡良瀬川の地図の場所をクリックすると、下図のような航空写真が

表示されるようにした。

酷
変
味
画
『
卸
捗
錨

上流付･近（大間々付近）

､鴬

中流付近（川崎橋付近）下流付近（三国大橋付近）

~.熟：
凸亮●



ニ ノク

砂山モデル

ノ

静

Ｆ
■

左砂実駁霊屋は､詞煽水のはた醸審調べるた＆
Ｄ実験装溌定ﾂー．

鰯IuIiitM雛鯛繍畷i磯；
kし蟻．

瀞琴簿謝撚淵協，

雫
嬉
醗
錬
，
．
Ⅷ
評
需

群
唖
－
９
誕
仔

拙
劣
ロ
ヮ
ョ

' 、

瑠至Ｌ弓

_|ぞ鱒震
、l験の動画，

蕊蕊議裟『

【

ル
ヘ
デ
画
モ
動
ク

の
の
ン

揃
熟
刺

ノ
「
１
１

ク
ｒ
●
、
命

③ 虹 』

Ｉ／
'‘1‘茸:筆騨1'旗”ｹｧ'11瓶噸爽Ｆ１謬冒時‐託lLav風J迫ｿ“*…鄭叡胸 〆 、田

蕊泳ぎ誕翻

気

へ
＄

｣雛ﾓデﾙの
へ

ノ〆ノ〆

■

凸一詞乃卸

顎Ｗ=増●q
蕊蛎i乳鼻;

■

..穿鮒
鷲．.；
●、図

b~

、ｑ
ｂＱ

潟

〆 、

実際の川の

流れの動画

Pr,

Ｉ翁一鑑'園

･罰?｡
…＝F画9斡迅ユガ零｡ﾐー

久
｡=Ｈｏｅ‘｡ｅ←き－曇ｅ･一峠,Ｊ

鵬

メディアプレイヤーによる伽、

Ｚ

ツ

■宅一画用6ｍ輔制唾空

匡、

４

Ｍ

'・’111

口蓉宣■~ｂ凶

…け：

’iIiil

単

臓鵬識榊惑一瞬叫聯柳岬}；臓鵬識榊惑一瞬叫聯柳岬}；
画

汐

リトリト

噂霧罵霧雫雫

騨冨証－申

ツ

■.●甲弔U汐写Ｕ１

急懇農墓悶：
鶴蕊繍燕緬識

一一.一己噂悪寒響

;顎iW騨制霊…蝿＃~~･厚一一､ｗ■

＝‘･＝篭迅画劃恥碑畠臼恥と■ｄ膳＆亨空

円

勾弼例

皿ロ



渡良瀬川の歴史

総合的な学習の時間等の学習の際にも用いることができる資料を作成した｡足利市において、

昭和２２年のカスリーン台風による大惨事があり、現在渡良瀬川の堤防には慰霊碑が建てられ

ている。また、助戸１丁目から通４丁目の交差点には、当時カスリーン台風による堤防の決壊

による、市内の浸水水位が赤色で表示されている。

カスリーン（キャサリン）台風について
一I

昭和２２年（１９４７年）９月１５日の出来事です。

関東地方をおそったカスリーン台風は、戦後最大級の規模で、渡良瀬川流域だけで死者・行方
不明者が７００人を越える大’惨事を引きおこしました。

渡良瀬川流域では、９１:1から秋の長雨で地撚・地層がゆるんでいるところへ、１４１~1から１
５日にかけて接近したカスリーン台風は集中豪雨を降らせたため、山間部では土石流が流れ、
東・黒保根村、大間々 町（現在のみどり市）に大きな被害をあたえました。

また､平野部の足利市では渡良瀬川の堤防が小俣地先・借宿地先および岩井地先等で決壊し、
濁流が足利市内を襲い、大惨事を引き起こしました。

足利市では、約３００人以上の尊い命が失われるなど、大きな被害になりました。流された
り壊れた家は３１，０６２粁もありました。

（理科教材作成専門部のＷｅｂページより抜粋）
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各学校の実情に応じて、渡良瀬川の巡検に行ける場合と行けない場合に分け、どちらでも選

択できる指導計画資料を作成した。

’「流れる水のはたらき」単元の内容（学習指導要領理科編第５学年より）

Ｃ－(2)地面を流れる水や川の様子を観察し、流れる水の速さや量によるはたらきの違いを調べ

流れる水のはたらきと土地の変化の関係についての考えをもつようにする。

ア.流れる水には土地を削ったり、石や土などを流したり積もらせたりするはたらきがあること。

イ・雨の降り方によって、流れる水の速さや水の量が変わり、増水により土地の様子が大きく変

化する場合があること。

2．指導計画【Ａ…巡検に行ける学校．Ｂ…巡検に行けない学校】

５１医垂割渡良瀬川、

（４）指導資料

3０－

指導内容 備考

導
入
目標

１

･川の様子に興味をもち、流れや河原、川岸などを溺ぺようとする。

足利市に流れる川を調べよう。

※足利市に流れる川の流れを知るとともに、コンピュータの資料を

自由に視聴することにより、本単元の学習に対する意欲を高める。

※地図色塗り

※ＣＤ－ＲＯＭ

単
元
１

目標

２

３

･観察から流水のはたらき(浸食・運搬・堆積)を予想することができる。

･水の流れをつくって流れる水のはたらきと地面の変化を調べることができる

個医畢麺唖罰言冒躍霊塁周回

．「流れる水と地面の様子」の実験を行う

固唾鍾画肥璽臣証閉閲醒野弱■

･雨水が地面を流れる様子を観察する

※どちらか選択

流れる水のはたらき（話し合い．まとめ） ※課題設定



･子どもの感想から

※教科書写真･上流、中流、下流の様子

Ｐ１４～Ｐｌ７｡流れの速さ（内側と外側）７

※ＣＤ－ＲＯＭ･浸食、運搬、堆積（川岸の様子などから）

４作成した教材について

噸『

3］

･上流、中流の川の曲がり方の違いがわかった。

･上流では、実際の映像があって、石の大きさがよくわかりました。

･利根川と渡良瀬川が合流したところの映像がよかった。

･上流・中流・下流は、写真でしか見たことがなかった。川の映像がわかりやすくま

とめてあった。

･下流の川の様子では、砂が沢山あってびっくりした。

･モデル実験では、川の曲がりの内側と外側で、削られ方に違いがあることがわかっ

た。

･カスリーン台風の時では、洪水で人の胸の高さまで水がきたことや、カスリーン台

風の碑があることがわかった。

昔の渡良瀬川の写真や災害の時の写真をみて、びっくりした。

もっと歴史や地図を増やしてほしい。

中流、下流の様子

Ⅱ１篭速さ（内側と外側）

運搬、堆積（川岸の様子などから）

単
元
３

目標

８

９

．流れる水のはたらきと災害との関係を調べ、まとめることができる。

荒れる渡良瀬川のようす

岩井山の歴史と工夫

･カスリーン台風体験談（川田和男先生）

災害（水害）を防ぐための工夫

･砂防ダム・護岸ブロック

･堤防・水門など

※教科書

Ｐｌ８～Ｐ２０

※プロジェクター

※ＣＤ－ＲＯＭ



･教師の感想から

･今後、川の流れに関する資料を収集し、内容を充実させてほしい。

･単元の指導計画をもとに、毎時の指導計画を作成してほしい。

･渡良瀬川だけでなく、地域の川の資料を追加してほしい。

．上流域では、航空写真をみて、学校の近くを流れている渡良瀬川が本当に山間部か

ら流れ出ていることが確認できて、感心している児童が多かった。

･中流域では、曲がる場所の内側と外側の流れの速さの違い、堆積の様子も理解しや

すい内容であった。航空写真からの岩井山付近の様子は、特に児童が熱心に見てい
た。

･下流域では、ゆっくりと流れていく様子がわかったようだ。上流から中流、下流へ

と順番にみていくことで様子の違いがはっきりとわかったようだ。また、カスリー

ン台風による当時の洪水の様子も写真を通してリアルに感じることができたよう

だ。胸まで水につかる写真には特に反応を示していた。

Ⅳ成果と課題

（成果）

・地域の川を題材にしたビデオ教材を作成することで、児童にとって身近でわかりやすい教材

を作成することができた。

・学校の実態に応じて教材を活用できる単元の指導計画を作成することで、より効果的な教材

の活用を提示することができた。

（課題）

・今回作成した教材に、足利を流れる渡良瀬川の支流に関する写真や川の流れの動画や水生生

物や植物に関する資料を加える。

・カスリーン台風をはじめとする、大水の災害に関する資料を加え、内容を充実させていく。

【理科教材開発専門部】

部長けやき小学校長荒井道夫

部員毛野小学校教諭工藤志乃（平成１８年度）

山辺小学校教諭松崎みさ子（平成１７年度）

三重小学校教諭飯野光幸（平成１７．１８年度）

北郷小学校教諭兵藤裕（平成１７．１８年度）

梁田小学校教諭中村和敏（平成１７．１８年度）

御厨小学校教諭堀江尚志（平成１７．１８年度）

小俣小学校教諭田端友佳（平成１７年度）

第一中学校教諭諸井富男（平成１７年度）

第一中学校教諭加藤容子（平成１８年度）

坂西中学校教諭吉田元保（平成１７．１８年度）

担当指導主事教育研究所岡部陽一
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